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農作業中の熱中症が
毎年多発
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協議会からのお知らせ

【農作業安全研修の実施希望について】

県内では毎年死亡事故を含め農作業事故

が発生しています。特に死亡事故は家族にと

どまらず、地域農業や法人経営に大きな影響

を及ぼします。

このため、協議会では集落営農組織、法人

等を対象にした研修（対話型研修）の推進を

図り、生産者の安全意識の向上と農作業安

全の取り組みを一層進めることとしました。

研修を希望される方、また詳しく知りたい方

は県協議会事務局へお問い合わせください。

＜対話型研修とは＞

日頃危険と感じている作業・機械操作・施設等に

ついて、生産者自ら仲間と情報共有しながら、安

全対策についても話し合いを行います。これを基

にして組織や仲間での「安全対策」を定めて 、み

んなで一緒に取り組んでいただくきっかけとするも

のです。

農作業中の熱中症の予防管理
◎ 高温時の作業を避けましょう
● 最高気温30℃以上が予想される場合、熱中症警報が出されます。
● 県の「あんしんトリピーメール」や農林水産省の「ＭＡＦＦアプリ」に登録しておくと、
スマートフォンに情報が提供されます。

◎ こまめに休憩し、水分を補給しましょう
●農作業には必ず水、氷（保冷剤）や濡れタオルなどを持参しましょう。

●涼しい日陰等で休憩し、20分ごとに コップ１～２杯の水分と適宜塩分も補給しましょう。

◎ 涼しい服装で、適宜マスクを外しましょう

◎ 日頃から健康管理を行いましょう
●「おしっこカラーチャート」で自身のカラダの脱水状態を確認して、水分補給を行います。
●睡眠不足、体調不良、前日などの飲酒、朝食の未摂取、発熱、下痢などによる脱水など
は、熱中症の発症に影響を与えるおそれがあります。

●農作業の際は帽子を着用し、汗を吸いやすく乾きやすい素材の衣服を着用しましょう。

●屋外やハウスで、人と十分な距離（２ｍ以上）が確保できるときはマスクを外しましょう。

◎ 作業は２人以上で行いましょう
●1人での作業はできるだけ避けましょう。
●1人で作業する場合は、必ず、家族などに作業場所と帰宅予定時刻を伝えましょう。


